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株式投資コラム

『スパークス 日本株長期投資のすすめ』

スパークスの株式投資、株式市場などに対する見方を紹介するコラムです。

第20号（2008年7月18日）

「 長期投資における複利効果の大きさ」

（注）本コラムは、マネックス証券Web-Site「マネックスラウンジ」の「マネックスメール」に掲載され
ている「スパークス・アセット・マネジメントの『SPARX Way』」をもとにスパークスが作成した

ものであります。

投資を開始して一定期間が経過すると、利息、配当、分配金などといった形で利益が分配されることが
あります。利益をそのまま受け取る場合と、その利益を元の投資に上乗せして追加投資していく場合とで
は、特に投資期間が長くなればなるほど、運用成績に大きな差が出ます。今回は、運用成績に大きな差を
生み出す複利効果についてお話したいと思います。

具体的な数字を使ってご説明させていただきますが、ここでは毎年5％ずつ価格が上昇し、毎年利益の全
てを分配金として払い出すと仮定した投資信託に100万円投資する場合を想定します。また簡略化のため実
際の取引で発生する一切のコストを無視します。 まずは、毎年5％価格が上昇する投資信託に100万円投
資し、分配金をそのまま受け取って手元においておく単利の場合を見てみましょう。5年後の資産残高は、
期初の投資金額100万円に分配金の25万円（元本100万円×5％×5年間＝25万円）が加わって125万円となり
ます。

次に、毎年5％価格が上昇する投資信託に100万円投資し、分配金を追加投資していく複利の場合を見て
みましょう。1年目は100万円を投資するので1年後の資産残高は105万円です。2年目は利益の5万円を加え
て105万円を投資するので、2年後の資産残高は110.3万円となります。このように利益を追加投資していく
と、5年後の運用資産残高は、127.6万円（元本100万円×（1＋5%）5＝127.6万円）となります。単利の場
合と複利の場合の資産残高の差は2.6万円ですから、それほど大きな差になっていないと思われるかもしれ
ません。

しかしながら、これを誤差の範囲に過ぎないと考えてはいけません。運用期間が長くなればなるほど、
複利効果はより大きくなります。単利と複利で運用した場合の資産残高を比較すると、その差は10年後で
12.9万円、15年後で32.9万円、20年後で65.3万円、25年後には113.6万円、30年後には182.2万円となりま
す。運用期間がおおよそ10年を超えてきたところで、その差は加速度的に拡大していきます。複利効果の
観点からも、長期投資が資産形成にきわめて有効な手法であることがお分かりいただけたのではないで
しょうか。


